
カリキュラムポリシー（教育課程の編成・実施の方針） 

  貞静学園短期大学の教育課程は、保育・幼児教育に携わる一人の人間としての在り

方や生き方に関する深い洞察力や現実を正しく理解する力の涵養と、幅広く深い教養と

保育に関する専門科目を総合的に教授することを目的としている。 

 

１．教育課程を「教養教育科目」と「専門教育科目」に分け、「教養教育科目」と「専

門教育科目」を履修することにより、一般教養・専門的知識を修得し、保育・幼児教育

に関する研鑽を積み、保育の専門家として卒業後も成長できる保育者養成を目指す。 

２．教養教育科目は、「教養科目」、「体育」、「語学」、「情報」に分け、保育・幼児教育

を専門に学び実践する者として、幅広い知識を修得し、社会で応用できる基礎能力に必

要な教養を身につけ、社会に役立つ人材を育成するための授業科目を設定する。「教養

科目」の中に「キャリア教育」を卒業必修として設置し、建学の精神のもと本学独自の

科目を履修することにより、本学卒業生として獲得すべき学習成果の基盤を創る。 

３．専門教育科目は、「基礎技能科目」、「基礎理論科目」、「保育の内容･方法」、「保育の

対象・理解」、「保育教育実践演習」、「教育・保育実習」、「ゼミナール」から編成し、知

識の獲得･活用能力、批判的･論理的思考力、課題探求力、問題解決能力、表現力、コミ

ュニケーション能力など、保育の専門職や社会人として必要な知識や技能を修得させる

ために講義、演習、実習など、多様な科目設定をする。 

４．保育学科２年間で社会に役立つ保育者を養成するため、本学独自の科目を「教養科

目」、「保育の内容・方法」ならびに「保育の対象・理解」の各分野に新たに開設した。

さらに保育学科２年間の学習の総まとめとして、選択科目ゼミナールを開設し、個々の

学生達が絵本づくりや、伝承玩具、おもちゃづくり等、また少子社会、地域の子育て支

援等、保育に関する様々な課題について、各自の研究テーマを定め、課題解決のための

対応策・方法･技術等を研究し、保育者としての資質向上をはかることを目的に、てい

ねいな個別指導を行う。 

５．２年間を４期にわけて、基礎的・基本的な科目から総合的に実践し、応用できる科

目へと順次学べるように編成する。そのため、科目は各期を基準にするが、通年科目に

ついても各期のまとまりを持つように編成する。 

６．卒業と同時に幼稚園教諭２種免許状、保育士資格の二つの免許･資格を取得できる

教育課程を編成する。 


